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沖縄県の台湾系住民をめぐる記憶の連続・断裂・散在
――宮古地方と八重山地方を比較して――
松 田 良 孝*
Memories Regarding Taiwanese Immigrants in Okinawa:
A Comparison between Miyako and Yaeyama
Matsuda Yoshitaka*
Abstract
Taiwanese immigrants moved to Miyako and Yaeyama districts of Okinawa during the Japanese 
colonial period. Few studies have been done to investigate the immigration from Taiwan to Miyako. 
The author’s research reveals that almost all the immigrants to Miyako were merchants who 
engaged in the rice business. Many people conducted business in Miyako, but Taiwanese immigrants 
were just a small part of them. Therefore, their existences were hardly remembered by local people. 
On the other hand, the immigrants to Yaeyama established a pineapple industry there, it is the 
only one in Yaeyama. Because of these different circumstances, the Taiwanese in Miyako are very 








いの背広を着た 3 人の男が写っており，1 人は松とおぼしき木の枝分かれしたところに腰か







のも，3 人のうちの 1 人（本稿では T-1-1 とする）の名前は，1939 年に沖縄の新聞『琉球新報』
に掲載された，企業と米穀卸商業組合の設立登記公告のなかに見られることがすでに分かっ
ていたからである。























1) 大浜［2006: 79］は牡丹社事件について次のように説明している。すなわち，1871 年，宮古島の船
が台湾の南東海岸に漂着し，乗っていた 69 人のうち，54 人が殺害された。明治政府は 1874 年，台
湾へ派兵した。明治政府はこの「台湾出兵」に抗議する清国との間で交渉を行い，琉球が日本に帰属
することを清国に認めさせ，これはいわゆる「琉球処分」の契機となった。
2) 八重山毎日新聞。2016 年 6 月末付で退職した。
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パイナップルや水牛など植民地台湾から台湾人が持ち込んだ農作物や役畜が現在の農業や観




八重山地方の農業粗生産額は 2006 年に 121 億 4000 万円で，この大半を占めるサトウキビ














































田 2004, 2010, 2013a, 2013b; 国永ら編 2012］。
以上のような土台があってはじめて，台湾農業者入植顕頌碑の建立やその後の広がりが生
まれたと考えていいだろう。
台湾農業者入植顕頌碑は，2011 年 3 月に発足した台湾農業者入植顕頌碑建立期成会（伊波
剛会長）が 2012 年 8 月に石垣市登野城嵩田地区に建立した。「台湾農業者入植顕頌碑」と刻
んだ石碑と「パイナップル産業と水牛導入の功績を称える」と題する碑文を刻んだ石碑，水
牛の置物からなる。
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イン産業がありました」とし，「パイン産業の歴史で私たちが忘れてならないのは，1935（昭
和 10）年に，台湾から石垣島の名蔵・嵩田 7) 一帯に入植した台湾農業者のことです。（中略）










2016 年 7 月には，石垣を訪問した台湾の李登輝元総統が台湾農業者入植顕頌碑に立ち寄り，
台湾系住民で組織する琉球華僑総会八重山分会のメンバーが中心となって歓迎している（『八











1939 年生，三木は 1940 年生で，石垣島にある県立八重山高校を同輩として卒業している。
台湾農業者入植顕頌碑建立期成会は碑を建立した翌年の 2013 年 4 月に八重山台湾親善交










ているほか，台湾の舞踊団や高校生を招いた公演を石垣市内で 2 回，沖縄県浦添市で 1 回開
催した。シンポジウムも石垣と那覇で１回ずつ開いている。関連する書籍の出版やドキュメ
ンタリー映画の制作への協力も行った。2016 年 3 月の台湾南部大地震と台湾を襲った 2016








2011 年 3 月：台湾農業者入植顕頌碑建立期成会が発足
2012 年 8 月：台湾農業者入植顕頌碑を建立
2013 年 4 月：八重山台湾親善交流協会が発足（期成会のメンバーが母体）
2013 年 6 月：シンポ「台湾交流・過去と未来を考える」
2013 年 6 月：石垣島でフィールドワーク
2013 年 7 月：台湾員林で公演「八重山の歌と踊り」
2013 年 7 月 31 日：沖縄支部発足
2013 年 9 月：役員が土地公祭に参加（以後，毎年参加）
2014 年 1 月：県立博物館・美術館でシンポ「台湾体験を語る会」
2014 年 4 月：「龍の舞い　八重山パイン物語」発行
2014 年 8 月：浦添で台東民俗芸能沖縄公演「躍動の交流」
2014 年 9 月：員林鎮の侯慧鈴舞踊団が石垣市内で公演
2015 年 7 月：映画「はるかなるオンライ山」
2015 年 8 月：会報「オンライ山」1 号発行
2016 年 3 月：台湾南部大震災の被災者支援で募金呼びかけ（32 万円余）
2016 年 5 月：台東高級商業職業学校が石垣市内で公演
2016 年 6 月：台湾屏東の琉球人墓で慰霊の舞踊を奉納，屏東市内で公演
2016 年 7 月：台風 1 号で被害を受けた台東高級商業職業学校の支援で募金活動
2016 年 7 月：護国寺の台湾遭害者之墓で芸能を奉納
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が着目するのは 4 番目の「台湾の人たちの経済活動」だが，堂前は「注」として「1943 年の
宮古商工会の会員名簿には，107 名の会員中 7 名の台湾出身者が登載されている」と述べる
に留め，分析は行っていない。この名簿は平良市史編さん委員会［1978］が採録している資
料「「宮古商工会二十年史」（1943 年）」8) にある「会員名簿」を指していると考えられる。「会
員名簿」には個人として 104 人，団体として 3 者の名前があり，このなかには方，林，李，
許の名字を持つ 3 文字の名前の人物が 7 人おり，堂前［1995］の「7 名の台湾出身者」とい
う指摘と一致する。この 7 人が台湾出身者かどうかについては本章で検証する。















した男性の息子 1 人，▽植民地期に宮古在住経験のある台湾在住の男性 1 人，▽宮古在住経
験のある男性の養女 1 人▽戦後宮古に移り住んだ台湾人の息子で宮古島市在住の 1 人，台湾
在住の 1 人とその娘 1 人，▽戦後宮古に移り住んだこの台湾人の知人で那覇に住む男性 1 人
の計 7 人から行った。このうち，植民地期の台湾から宮古に渡った経験のある人物その人に
対してインタビューしたケースは 1 人に限られている。（表 1 参照）
表１　植民地台湾から宮古に渡った台湾人の概要調査に関連するインタビュイー
生年 性別 居住地 宮古在住経験 インタビュー日時
T-1-4 の息子 1959 男 宮古島市 戦後の宮古で生育・在住 2013 年 9 月 12 日
t -1（T-1-1 の長男）1933 男 新北市三重区 植民地期に宮古在住歴あり 2014 年 1 月 13 日，2015 年 1 月 10 日。
b-2（B-1 の養女） 1946 女 新北市三重区 宮古在住経験なし 2014 年 1 月 13 日，2015 年 1 月 10 日
F-1 の息子 1 1943 男 新竹市 宮古在住経験なし 2015 年 1 月 9 日
F-1 の息子 1 の娘 1973 女 新竹市 戦後に宮古在住経験あり 2015 年 1 月 9 日
F-1 の息子 2 1953 男 宮古島市 戦後の宮古で生育・在住 2014 年 12 月 1 日
P-1（F-1 の知人） 1929 男 那覇市 戦後に宮古在住経験あり 2014 年 12 月 21 日
その結果，植民地期の台湾から宮古島に渡った人たちは「宮古商工会二十年史」の名簿に
ある 7 人のほかに 8 人いた（表 29)）。これら合計 15 人の性別は男 13 人，女２人であった。
大まかに５つの「家」に分けることができる。このうち，T と B については，t-1 と b-2 へ
のインタビューからかかわりが深いことが分かった。また，15 人のうち，2 人は現在の中華
人民共和国福建省泉州市の普江から台湾を経て宮古島に渡っていた。
































T-1-2 男性 1935? 宜蘭・頭城 T-1-1の2歳下の弟。次男。神戸に行っていたことがあ
る。







T-1-5 男性 宜蘭・頭城 A-1-1の弟。五男。宮古で死亡。
T-1-6 男性 宜蘭・頭城 A-1-1の弟。六男。宮古で高等科まで出た。














C-1-1? 男性 埔里 ふたりは兄弟ではないか。T-1-1と同世代。桟橋辺りに
小さな店を持ち，Tと同じような商いをする。台湾に引
き揚げている。Tの農場を手伝っていた。C-1-2? 男性 埔里?























とともに，2014 年 3 月 10 日には宮古島市で企業の役員などを歴任した Q-1 の案内で関係先
を踏査した 10)。Q-1は，西里大通り商店街振興組合の絵地図の基となった図面の作成者である。
II 章で明らかにした宮古在住台湾人 15 人のうち，沖縄で発行されていた戦前の新聞で名
前が確認できる人物は T-1-1 と C-1-1 の 2 人である。T-1-1 は 2 回，C-1-1 は 1 回それぞれ確
認できた。C-1-1 の 1 回には T-1-1 も載っており，これは 1939 年 12 月 2 日付の「琉球新報」
3 面に掲載された「米穀卸商業組合設立登記公告」である。米穀卸商業組合の役員は理事３
人，監事２人からなり，T-1-1 と C-1-1 はいずれも監事に名を連ねている。組合の設立許可
は 1939 年 9 月 20 日，登記年月日は 1939 年 10 月 25 日となっている。
T-1-1 の名前が載っているもう 1 回は，1939 年５月 31 日付の「琉球新報」4 面に掲載され
た「南開商会設立登記公告」である。株式会社南開商会の設立の公告に，6 人の取締役の 1
人として名前が挙がっている。公告によると，南開商会は旧平良町西里に本社を置き，資本
金 10 万円。事業内容はセメントや石炭，油類などの販売と海陸産物の委託販売である。6 人
の取締役の住所はすべて旧平良町西里で，台湾からやってきた人物は T-1-1 のみである。登
記年月日は 1939 年 5 月 10 日となっている 11)。T-1-1 は 1933 年に台湾から宮古に渡っている
ことから，その 6 年後には宮古で企業や組合の設立に関与するまでになっていたことになる。
なお，米穀卸商業組合の理事・監事と南開商会の取締役の両方に名を連ねているのは，
T-1-1 ともう 1 人だけである。また，「宮古商工会二十年史」にある 1943 年の名簿には，米
穀卸商業組合の理事と監事合わせて 5 人すべてが掲載されている。南開商会は，取締役 6 人
のうち 5 人，監査役は 2 人がいずれもそれぞれ掲載されていた。
このうち，T 商店を戦前に開いたのは T-1-1 ら T 家の兄弟たちと考えられる。この商店は，
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戦後は T-1-1 の弟，T-1-4 が引き継いでいる。
すでに表 2 で示しているが，T-1-1 と B-1 は 1933 年に，一緒に台湾から宮古に渡っており，
当時の宮古にはすでに D-1-1 と D-1-2 がいた。T-1-1 は港の桟橋近くの R 地点と現在の西里







その後，T-1-4 が 2011 年に死去したとき，自宅を兼ねた店舗は市場通りの U 地点にあった。
T-1-1 が構築した R 地点と S 地点からさらに第 3 の場所へ移ったわけである 12)。
宮古にいた台湾人がどのような商売を営んでいたのかを読み解く数少ない手掛かりは，








12) T-1-1 とともに宮古島に渡った弟の T-1-4 が 2011 年 4 月 7 日に死去したことに合わせて，その「忌
明御礼」が 2011 年 5 月 26 日付の『宮古新報』と『宮古毎日新聞』に掲載されている。執筆者は




差の範囲内としておく。本稿では，T-1-1 や T-1-4 と身近に接していた T-1-4 の息子の手になる「忌
明御礼」の内容に沿って論述することとした。
13) 李（2009）によると，1939 年に台湾で米穀移出管理制度が実施された後，朝鮮と沖縄への移出につ
いては，それまで朝鮮・沖縄向けの移出を行ってきた商人が 1939 年 11 月に「台湾米穀移出組合」
を結成し，台湾総督府の委託を受けて沖縄・朝鮮向け移出米を取り扱った［李 2009: 326］。宮古で
1939 年 9 月 20 日に米穀卸商業組合が結成されたことと関連のある動きとも考えられるが，那覇外
地米移入協会代表者の田代忠吉と伊地完雄は，台湾総督府米穀局長の田端幸三郎に提出した 1939 年




































正 15）年 5 月に台北市内のホテルで開いた大日本米穀会第 19 回大会のなかで，当時の台湾総督，井
沢多喜男が付けた。磯［1964］を参照した。
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本島米の沖縄に移出さるるもの，ようやく盛んにして，昨年の如き 15 万石の移出高を
呈せり。同島は人口 70 万人ありて，仮に 1 人 1 石を 1 箇年に消費するとせば，70 万










李（2009）によれば，沖縄では 1925-29 年には，全消費量に占める台湾米の割合は 9.61%





きる 1920 年から 1940 年を対象とした。年ごとの数値は 1 年違うだけで桁がひとつ異なる場
合があるなど，ばらつきが大きいため，前後 2 年間の値を合算した 5 年間の平均値を用いる
ことによって平準化し，推移の傾向を掴むことにした。移入の量は「俵」や「袋」など年によっ
て異なる複数の単位が用いられていることから，「額」を元に算出した。
その結果はグラフに示す。台湾から宮古に直接移入した米は，1925 年までの 4 年間はまっ
図 1　台湾から宮古に直接移入された
米が，宮古に移入された米全体に占め
る割合の推移（1922 年～ 1938 年）
（年次ごとのばらつきが大きいため，前後










から移入する米の量が増えることによって，米穀商の取扱高が増加し，T-1-1 と C-1-1 のよ
うな台湾人たちがパイの分け前を獲得できたと推定することは不自然ではないだろう。
宮古島の物流拠点だった戦前の平良港がどのような状況にあったか確認しておくと，『平良
市史　第 10 巻』には「大正 10（1921）年 2 月，立津村長の時，起債による第 2 次埋立工事
（桟橋の延長・荷揚場の拡張）が着工され，同年 11 月，下地寛路村長の時に竣工した。この

















1995 年には全長 1690 メートルの農道橋「来間大橋」で結ばれている。来間大橋は 2001 年
に旧下地町の町道として認定され，現在は宮古島市の市道である。
沖縄県編「離島関係資料」（2014 年）によると，島の海岸延長は 7.6 キロで，面積約 2.75
平方キロメートルのうち，畑地が 1.74 平方キロメートルで 56.4% を占める。主な作物はサ
29
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トウキビと葉タバコである。
人口は減少傾向にあり，来間大橋がまだ開通していなかった 1986 年の時点で，すでに「急
激な過疎化の波により 20 代～ 40 代の労働人口の流失が目立ち，60 代以上の老齢化の傾向
が著しい人口構成になっている」と指摘されていた［下地町立来間小・中学校 1986: 99］。
人口は最近の 10 年間では，2006 年の 197 人から 2016 年の 165 人へと 32 人（16.2％）減っ
た［宮古島市 2007-2016］。島内唯一の教育施設である小中学校は，児童生徒数の減少の
ために 2013 年度で中学校が閉鎖され，2014 年度からは小学校のみとなっている［琉球新
報 2014 年 3 月 13 日付］。65 歳以上の住民の人口は，2010 年の国勢調査によると，全体の
51.6% を占める。
この来間島で，筆者は 2014 年 12 月 1 日と 2016 年 2 月 12 日にインタビュー調査を行い，
8 人から話を聞いた 15)。2014 年 8 月にも来間島で島民と接触し，インタビュイーの選定に必
要な情報収集などを行った。
インタビュイー 8 人のうち，T 商店について具体的に語ったのは 2 人である（以下，G-2，













G-2 は生家の祖母に綯わせたアダンの蔓の縄を T 商店に持参し，その代金で米などを購入







G-2 は 1947 年に結婚し，その後 10 年ほどの間に子どもを 5 人設けていることから，台湾人
商店に通ってアダンの縄などを買ってもらっていたのは 1950 年前後のことと考えられる。
G-2 が T 商店を経営していた T-1-4 について語った言葉としては「『あんた（筆者注：G-2）
を信用しているから子どもたち（中略）にはひもじい思いをさせないで，なんでも取って作
りなさいね』って。台湾人だと，そんな，人に情意があるかなと驚いておった」というもの
があるが，G-2 は T-1-4 との接触を通して宮古在住の台湾人について認識し，その印象を形
成していた。
【M-2 のケース】

















16) M-2 の場合，アダンの縄は 15 尋（約 27 メートル）綯ったものを束ね，それが 10 束ほどできあがっ
たところで，船で宮古島に向かい，「タイワンヤー」に売っていた。10 束分を綯うのに 10 日ほどかかっ
た。
31








たから，若い時だった」と述べており，結婚する前だったことになる。M-2 は 22 歳のころ
に結婚したと説明しているため，1951 年より前ということになるが，これは G-2 の項で指
摘した「1950 年前後」とほぼ一致する。
G-2 と M-2 の語りから見えてくるのは，困窮しがちの生活に手を差し伸べてくれる存在と







念碑「愛と平和」がある。下地中学校は 1999 年に宮古で開かれた第 15 回全日本トライアス
ロン宮古島大会に出場するために来島した台湾人選手の交流したことをきっかけに台湾側と
の交流を深め，2004 年 12 月，台中の漢口国民中学（日本の中学校に相当）と姉妹校の締結













1935 年 12 月末の時点で，現在の宮古島市に当たる旧平良町，旧下地村，旧城辺村，旧伊良
部村の出身者合わせて 792 人が植民地台湾で暮らしていた。アジア太平洋戦争末期に行われ
た疎開では，終戦直後の 1945 年 9 月には宮古出身者 4892 人が台湾にいたとするデータもあ
る 17)。戦後の帰郷では，宮古を中心とする沖縄出身者が乗り込んだ引き揚げ船が基隆に近い海
上で遭難する「栄丸事件」が 1945 年 11 月 1 日に発生し，約 100 人が犠牲になった。「栄丸
事件」については，平良市史編さん委員会［1981: 45-46］が取り上げているほか，沖縄県教
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